






















金属を曲げ伸ばしすると折れる理由について、 2 つの説を考えた。

1 つ目は、 引張強さの限界が来たから。 引張強さの限界とは、 周りで加工硬化が起こりきり、 も

う周りの方は動けなくなって、 真ん中に人きなくびれを作るしかない状態になったということだ

と解釈した。 しかしこれは、 そのあとの局部伸びを考慮するとそうとも言い切れない。 また、 今

回の結果からすると、 引張強さはあまり関係していなさそうだった。

2 つ目は、 去年の考えと同じように、 加工硬化が起こって金属が硬くなり、 その硬くなった状態

で曲げ伸ばしを続けたからだと考えた。

8. 今後の方針

•もっと高い温度を出すためのエ夫を行う。 特に、 熱の散逸を防ぐ。 例えば、 固定している金属

の板を熱伝導率が低いものにする、 断熱材を探す、 真空状態を作るなどする。

・熱の散逸時間を短くするために、 もっと早く曲げ伸ばしを行う、 曲げ伸ばしの角度を大きくす

るなどのエ夫も行う。

． どのような条件であればイオの火山の温度(2027 ℃)を作り出せるか計算で求める。

そのために、 木星の引力によるひずみの大きさ、 金属の地殻の直系、 どのような金属がどのよ

うな割合で混ざっているのか、 などをまず調べる。

・今回の実験で、 イオの地殻の金属鉄もいつか加工硬化しきり、 ひずまなくなるのでは？と疑問

に思ったので、 調べる。

・今回は塑性変形で実験を行ったが、 次は弾性変形でも実験を行う。

試しに筋膜リリー スを行う、 振動を与えることができる器具（写真 14 参照）を用いて実験を行っ

てみた。 写真 15 のように 10 分間振動を針金に伝え続け、 温度上昇があるかどうか調べた。

写真 14 写真 15

その結果、 最初26.4℃だったのが30.3℃になった。 弾性変形でも温度上昇がある事が分かった

ので、 手を放して測定を行える ・ 長時間当て続けられる ・一定の場所に当て続けられる ・放熱を

しにくいなどの条件がそろった装置を作り、 来年度は研究を進めたい。
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